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生涯、子どもを描き続けた画家いわさきちひろ。

時には幼い頃の思い出をいきいきと描き、また時

には温かなまなざしで子どもを見つめ、その輝き

をとらえました。詩人金子みすゞも、みずみずし

い感性でいのちや自然を見つめ、心に響く数々の

詩をつづりました。ちひろの絵とみすゞの詩は、

現代に生きる私たちが見失いかけている大切なも

のを描き出しています。本展では、「幼い心」、「春

の野山」、「花」、「夢」といったテーマから、

ふたりの作品をご紹介します。時を経て実現した

コラボレーションをお楽しみ下さい。
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ちひろ美術館・東京　展覧会のご案内

2010年3月2日(火)～5月9日(日)

CHIHIRO MISUZUいわさきちひろ　1918－1974

大正７(1918)年、福井県武生市(現在の越前市)に
生まれ、東京で育つ。東京府立第六高等女学校卒。
藤原行成流の書を学び、絵は岡田三郎助、中谷泰、
丸木俊に師事。「世界中の子ども　みんなに　平
和としあわせを」という願いをこめて、子どもを
生涯のテーマとして描く。昭和49(1974)年肝ガン
のため、55歳で世を去った。

金子みすゞ　1903－1930

明治36(1903)年、山口県大津郡仙崎村(現在の
長門市)に生まれる。大正末期から昭和初期に
かけて、童謡雑誌を中心にすぐれた詩を発表。
西條八十に「若き童謡詩人の中の巨星」と称賛
される。昭和５(1930)年、26歳で世を去った。
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図版上から　いわさきちひろ「草むらの小鳥と少女」1971年、「小鳥とあかちゃん」1971年、「そっぽを向く少年と人形を抱く少女」1970年、詩は全て『金子みすゞ童謡全集』(JULA出版局)より

協力：金子みすゞ著作保存会、(株)JULA出版局



第二次世界大戦後、社会主義であった東欧の国ポーランドでは、

国営の出版社より、子どものための絵本が大量に出版され、ポー

ランド派と呼ばれる多くの才能のある絵本画家たちが腕を競

いました。本展では、現在も制作を続ける代表的な絵本画家

ユゼフ・ヴィルコン、ボフダン・ブテンコをはじめ、9人の画

家たちの作品76点を展示します。

ちひろ美術館・東京　展覧会のご案内 2010年3月2日(火)～5月9日(日)

●ポーランド語で楽しむおはなしの会
3/27(土)・4/10(土) 13:00～　　　

ポーランドの絵本を、原語のもつ響きの楽しさと、日本語
の訳とともに味わいます。＊参加自由、無料(入館料のみ)

「ポーランドの絵本画家たち」展・関連イベント

図書室

●ポーランドアニメーション上映会
3/28(日) 14:00～　　　　　　　 図書室

●『しずくのぼうけん』画家のボフダン・ブテンコ氏、来日決定！
ロングセラーの名作絵本、『しずくのぼうけん』の画家
として知られる絵本画家ボフダン・ブテンコさんが、30
年ぶりに来日！小学生を対象としたワークショップ、画
家自身によるギャラリートークを開催します。

＜企画展＞

ポーランドの絵本画家たち
後援：駐日ポーランド共和国大使館、日本国際児童図書評議会（JBBY）、福音館書店
協力：フィリア美術館、東京外国語大学附属図書館、東京都立多摩図書館

図版
１.ユゼフ・ヴィルコン 『森のコンサート』より　1979年
２.アントニ・ボラティンスキ 『飛ぶことが罪だったころ』より　1975年
３.エルジュビエタ・ガウダンシンスカ 『おじいさんとおばあさん』より 1985年　
４.ズビグニエフ・リヒリツキ 『こぐまのウシャテク』のイメージ　1982年
５.スタシス・エイドリゲヴィチュス 『氷の女』より　1979年

『ポーランドの絵本画家たち』図録
2010年3月2日発売予定

編集・発行　ちひろ美術館

ポーランドのアニメーション映画を、字幕付きで
上映します。＊参加自由、無料(入館料のみ)

3/27(土) 14:00～15:00
ブテンコさんのワークショップ
ブテンコさんと一緒に、絵を描こう！
対象：小学１～３年生　定員：20名　参加費：無料　＊要申込み

 ボフダン・ブテンコ
『しずくのぼうけん』より　1965年

１ ２

３

ズビグニエフ・リヒリツキ（1922～1989）、ユゼフ・ヴィルコン（1930～）、ボフダン・ブテンコ（1931～）、
ヤヌシ・グラビャンスキ（1929～1976）、アントニ・ボラティンスキ（1930～）、エルジュビエタ・ムラフ
スカ（1938～）、テルサ・ヴィルビク（1938～）、エルジュビエタ・ガウダシンスカ（1943～）、スタシス・
エイドリゲヴィチュス（1949～）

出品画家
４ ５

3/27(土) 15:30～
ブテンコさんのギャラリートーク
＊参加自由、無料(入館料のみ)



＊イベントの詳細は随時ちひろ美術館HP ( http://www.chihiro.jp/ ) でご案内します。
　お申し込み・お問い合せは 　ちひろ美術館・東京イベント係まで。

　インフォメーション

4/4(日) 17:30～18:30　

作家・太田治子さんが、いわさきちひろと金子みすゞの
響きあう世界について語ります。
定員：80名　参加費：500円　＊要申込み

3/2(火)申込み受付開始

●太田治子講演会「ちひろとみすゞ」

●えほんのじかん

会期中のイベントのご案内

毎月第2･4土曜日 11:00～　
こどものへや　協力：NCBN 
＊参加自由

多目的展示ホール

太田治子プロフィール
1986年『心映えの記』で第1回坪田
譲治文学賞受賞。著書に『母の万
年筆』『恋する手』など。2009年、
両親について綴ったエッセイ、『明
るいほうへ―父･太宰治と母･太田
静子』を上梓。

―「ちひろと金子みすゞ」展・関連イベント―

●ギャラリートーク
毎月第1･3土曜日 14:00～
展示室にて　＊参加自由

●松本猛(安曇野ちひろ美術館・館長)による
　ギャラリートーク 3/17(日) 14:00～　　

母・ちひろとの思い出や作品にまつわるエピソードを、展示室を回り
ながらお話します。＊参加自由

同時展示　―映画「おとうと」から生まれた絵本―

●『絵本 おとうと』原画展
山田洋次監督の映画「おとうと」のポスターを手がけた松本春野が、
映画の中で吉永小百合さんと笑福亭鶴瓶さんが演じる姉弟の幼少
時代を描いた絵本の原画展です。悪ガキだけれど憎めないてつろ
うと、やさしいおねえちゃん、そしてふたりを見守る家族の姿が
あたたかく描かれています。

会場：ちひろ美術館・東京   図書室

1984年、東京に生まれる。祖母は
いわさきちひろ。多摩美術大学油
画科卒業。大学在学中にロンドン
に留学。現在、子どもの本や雑誌
を中心に活動中。主な仕事に、山
田洋次監督作品映画「おとうと」（松
竹株式会社）ポスター・チラシ、『絵
本　おとうと』（新日本出版社）
などがある。

松本春野(まつもとはるの）

　―『絵本 おとうと』原画展関連イベント―
●対談　山田洋次(映画監督・当館理事長)×松本春野
　映画と絵本の「おとうと」を語る

3/13(土) 17:45～18:45 　多目的展示ホール
定員：80名　参加費：500円　＊要申込み　2/12(金)申込み受付開始

次回展示予告   

〈企画展〉
　生誕100年 赤羽末吉展Ⅰ
　　　―絵本は舞台だ！―

ちひろの雨

2010年5月12日～7月11日

黄色い傘の子どもたち　1971年 『ほしになったりゅうのきば』より　1976年

〒177-0042 東京都練馬区下石神井4-7-2　  TEL .03-3995-0772　テレホンガイド  03-3995-0820　  FAX 03-3995-0680

●展示会期…2010年3月2日(火)～5月9日(日)
●開館時間…10時～17時(4月29日～5月5日は18時まで開館)
●休館日……月曜日
　　　　　　 但し3/22・5/3(月･祝)は開館、3/23(火)･5/6(木)は休館
●入館料……大人800円／高校生以下無料　
　　　　　　団体(有料入館者20名以上)、65歳以上の方、学生証を
　　　　　　お持ちの方は100円引／障害者手帳ご提示の方は半額、　
　　　　　　介添えの方は１名まで無料／視覚障害のある方は無料
●交通………○西武新宿線上井草駅下車徒歩７分
　　　　　　○ＪＲ中央線荻窪駅より西武バス石神井公園駅行き(荻14）��
　　　　　　　上井草駅入口下車徒歩５分
　　　　　　○西武池袋線石神井公園駅より西武バス荻窪駅行き(荻14）
　　　　　　　上井草駅入口下車徒歩５分
　　　　　　○駐車場あり（乗用車３台・身障者用１台）

http://www.chihiro.jp/ お問い合せは、広報担当：阿部・原島・川口・上島まで

●わらべうたあそび　 

4/17(土）11:00～11:40　
講師：服部雅子

声を出して歌ったり、体を動かした
りしながら、親子で楽しく参加でき
ます。0～2歳までの乳幼児と保護者
対象。定員：15組30名　参加費：無
料(入館料のみ)　＊要申込み
3/16(火)申込み受付開始


